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南極昭和基地 大型大 気レ
ーダー

計画 の 現状

＊

佐藤薫（東大院理）、堤雅基（極地研）、佐藤亨（京大院情）、齊藤昭 則（京 大 院理 ）、冨川喜弘 、

　　　　　　　　　　　 山内恭、麻生武彦、江 尻全機（極地研）

1．は じめ に

　 本 研 究 グ ル
ープ で は 、大 型 大気 レ

ー
ダ
ー

（VHF ド

ッ プ ラ
ーパ ル ス レ

ーダー
）を南極昭 和基 地 に 設置し

、

高度／〜500k皿 にわたる、対 流圏 、 成層圏 、中間圏 、

熱圏 ・電離圏を高精度高 分解能 で 測定し 、 既存の 観

測器 と合わせ て 、極域大気 の 総合研 究を行 うことを 目

指して い る。この ため、大型 大 気 レ
ー

ダ
ー

の 開発およ

び設 置 の ため の 現 地調査 を行 うと共 に、極 域 大気 科

学 の 現状 および今後 の 課題 に つ い て 議 論 し 、 大型 大

気 レ ーダー
に よる研 究テ

ー
マ を具 体化 す る活 動 を継

続 し て い る 。
こ こで は 、2000 年度 より開始 した本プ ロ ジ

ェ クトの 現 状を報 告す る。

2 ．研究 態勢

　本 計 画 は、科研 費 （基盤 B 、平成 14年度 ）、極地研

内競争 資金 等 に よる検 討 の 後 、2004 年 度 より、極 地

研 の 公 式開発研 究プ ロ ジ ェ クト（El，　 HD として 進 めら

れ て い る。過去 数年に 亘 る開発検討に より計画が具

体的 に な っ て きた今 、コ ア グ ル ープ態 勢か ら、サ イエ

ン ス グル ーフ 、開発 運 用グ ル ープな ど に 組織化 され

たより機動的な態勢を整 える。

　本 プ ロ ジ ェ クトは 国際学術組織で ある IUGG （地球

物理 、測地），URSI （電波科学 ），
　 SCOSTEP （超 高

層 ・中層大気）， SPARC （成層圏）、SCAR （南極）か ら

答 申等を得て きた。また、南極 観 測第 VH 期計画 （4

年）で の 開発 した最小観測シ ス テム に よる現地試験は 、

2007〜 2009 年の IPY 計画 の 1サ ブプ 「・ジ ェ ク トとして

の 位置 づ け で 行われ る。国内 的 に は 昨年度 発 表され

た総合科学技術会議 の 答 申 「地球 観測 の 推進 戦略」

に PANSY の 口指す科学 の 重要性 が記述 された。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 す

3 ．開発検討の現状

。 送受信モ ジ ュ
ール 開発 ：昭和基 地 で の 運用 に お

ける課 題 の ひ とつ は 消費電力の 削減 で ある。前回

の 報告（2004 年秋）で 、E 級増幅器を用 い た モ ジュ

ー
ル の 新規 開発 に よ り、大幅な電 力削減が 見込 め

るこ とを 報告した。ブ レ ッ ドボード開発 に よる検 討 の

結果 、 ほぼ同機能 の MU レ ーダー
の 1／3 にあたる

約 80kW の 現 実的な消費電力まで抑え るこ とが で き

た。現在、モ ジュ
ール の 現地試験を進行 中である。

・ ア ン テ ナ 開発 ：南極 の 夏 の 短 い 期 間 に建設 可能

で 、冬 の 低 温 強 風 に耐 えるア ン テナ最 適化 設計 を

　行 っ た。前 回 、支線 っ きで 重 さ 18kg の 現 地試 験 中

　の ア ン テ ナ を紹介 し た が
、
2 年経過 した 今も問題 は

　生 じて い な い
。 昨 年度 は 、 さらなる作業軽減化 の た

　め、支線なしア ン テナ を開発 した 。 そして 、 地 E部

　11kg、 基礎 部 29kg の 最適化ア ン テナ を 、 現地 に設

　置 、経過観 察中 で ある。千本 を組み合わせ たア レ イ

ア ン テナとして の 電気特性の 詳細も検討 中で ある。』
・ ア ン テナ基 礎 工 法 の 検 討 ：設 置候補 地 は、砂 利 が

　多く、ア ン テ ナ の 固定 法 に 工 夫 の 必要 がある。パ ワ

　
ー

ドリル に よる具体 的 作業 手 順 を確 立 す る ため、4

　7次 隊 夏隊 にて 建 築 の 専門家を派 遣 した 。 隊 員が

帰 国後 、調 査結 果を元 に検 討をすす め る、，

4 ．今後の 計画

・ ソ フ トウ ェ ア 開発 ： 今 年度より始まっ た情報 シ ス

テ ム 研 究機 構新領域 融 合研 究 セ ン タ
ープ ロ ジ ェ クト

「機能 と帰納」の 下 で
、 多チ ャ ン ネ ル デー

タを用 い

た観測 ア ル ゴ リズ ム の 開発 を行 う。最近 同様 の 多チ

ャ ン ネル 受信 が可能 とな っ た MU レ ーダー
にて観

測 を行 い 、同アル ゴ リズ ム を用 い た乱流 特 性 の 解

析などを行 う（京 大 RISH との 協同）。

・ 総合現 地試 験 ：高効 率送受信 モ ジ ュ
ー

ル と最適 化

設計ア ン テ ナ に よる最小 構 成の パ イロ ッ トシ ス テ ム

を開 発 し、総 合 現地 試 験 を行う。流 星 風 観測が 可

能な シ ス テ ム とし、現地で 中間圏熱圏の 風を連続

観測する。

以上 の 活動に 加 え、科学 ・技術 両面からの 研 究会を

定期的 に開き、計画実現の 具体的検討を進 めると共

に 、本予算 の 獲得に 向けて の 方策を検討開始する。
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